
















































































































































































































































































































































































~~2. f~~~P'I~~~f:r~;i~)~~~-"7~i~j_"~~~~) 233T11 ~) fissiO11 barrier /~ ~ )( - ~~ ~Ve:th..D,~)~ ~ )~ -~ 
Barrier Paraleters present 
Inner barrier height. VA ( NeV ) 
Inner barriar curvature. I~,dft (XeV) 
Outer barrier height.  Ye ･ ( XeV) 
 Outer harrLer curvature. 1!,d,B･(leV) 
Average vibrational level spacing 








Resomance Energy (keV) 
J


























































Inner barrier height. Ve ( NeV ) 
Inner barrier curvnture. Il,~'8 (XQV) 
Outer barrier height. Vc (VeV) 
 Outer burrier ctlrvature. Ii,･c (leV) 
Average vibrational level_spacing 
in tho 3rd lrell. Dltl (keV) 
 5･ O5 
 l･ 2 
O, 9 



















Hesonance Energy (key) 
J
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Sn= 4:786 NeV. 
~J6. 
O 0.5 lO 
DEFORMATION 
~1~~f")**L~> ~)'f~f~~. ~) d~f*-~D~~~~~~~l~~ < 233Th ~) tripje-humPed flsslon barrier. 
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 論文審査の結果の要旨
 核分裂機構を解析する手段として,核分裂の確率を研究するものと核分裂片のふるまいを研
 究するものがある。前者は核分裂断面積や核分裂片の角度分布の測定と解析から分裂核のレベ
 ル状態を調べるものであり,本論文はこれに関連したものである。特に,アクチニド核種での
 核分裂断面積測定において,中間構造が発見されてから,Bohr-Wheelerによって提唱された
 slngle-humped核分裂障壁モデルでは説明がつかず殻効果を入れたdouble-humped核分裂障
 壁モデルが導入され,現象論的解決が得られたが,さらに広い範囲で観測された結果,共鳴中
 の微細構造についてはこのモデルでも説明できなくなった。しかし,1、3MeV以上の断面積に
 ついてはtriple-humped核分裂障壁モデルを用いて2,3の説明に成功しているが,まだ広い
 エネルギーにわたる説明がない。このモデルの妥当性を調べるには,実験上の困難さから,デー
 タの乏しかった100keV以下の中性子エネルギーにおける232Thの核分裂断面積を測定し,全
 体を説明し得るモデルを確立する必要がある。
 実験はレンセラー工科大学の100MeVライナックと鉛減速スペクトロメータ(RINS)を組み
 合わせた強力中性子源装置と高純度トリウム核分裂計数管を用いて中性子減速時間測定法で
 行った。232Thの核分裂断面積をleVから100keVまで測定した。その断面積がμbであるため
 ThO2中の不純物,特に235Uの含有量とm1)程度の大きさをもつ(11,f)反応による寄与が大きな
 バックグランドとなることが予想される。鉛体系の中での実験なので,鉛からのエネルギー的
 に可能な(n,γ)による232Th(γ,f)をおさえるためにγ線をできるだけ遮蔽する必要があり,
 Th計数管の周りをビスマスで囲んだ体系で実験を行った。また,中性子束測定はleVから100
 keVまで1。B計数管を用いて確認した。これらの充分な補正により熱中性子核分裂断面積は
 (54±6)μbであり,また,5keV付近にP波中性子による共鳴が観測され,振動状態(第二の谷)
 を通して核分裂を起こしていることが明らかになった。Triple-hUmped核分裂障壁モデルを用
 いて,全領域を解析した結果,1/v断面積は第二の谷の160,315keVの共鳴レベルを通した核
 分裂であることが判明した。さらに,1.IMeV以上3MeVまでの他の実験データも第三の谷内
 の振動状態を通した核分裂によるとしてよく説明できることがわかった。全領域について説明
 できたのは著者のモデルが最初である。
 以上見てきたように,本研究で提唱された核分裂障壁モデルを用いて,新たに測定された1eV
 から20keVまでに生ずる共鳴のみならず高いエネルギー領域の共鳴構造も統一して説明する
 ことができた。
 これらの結果は,本論文の著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を
 有していることを示している。よって,中込良廣提出の論文は理学博士の学位論文として合格
 と認める。
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